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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外及び国内においても経済活動の持ち直しの動きが見られ

ました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の変異株による感染者数の再拡大に加え、中国におけるロック

ダウン、ウクライナ情勢等による資源及び原材料価格の高騰や円安の影響なども重なり、先行きは非常に不透明な

状況が続いております。

国内の建設市場におきましては、国内景気は回復基調にあるものの全般的な建設コストの上昇により、民間の設

備投資や住宅需要については陰りも見受けられるなど、厳しい経営環境が続くものと考えられます。

このような状況のもと、当社グループにおきましては地盤である兵庫県や大阪府などで営業活動に注力し、新規

顧客の獲得に努めました。

以上の結果、当社グループの業績につきましては、建設事業セグメントにおいて前連結会計年度より建設中であ

った販売目的の収益マンションの売却を行ったことや、住宅事業セグメントにおいて、当第２四半期連結会計期間

での引渡棟数が前年同期と比較して増加した影響などから、売上高は前年同期比20.0％増の15,273百万円となりま

した。

利益につきましては、売上高が増加した影響により、営業利益は前年同期比47.4％増の858百万円、経常利益は

前年同期比52.9％増の907百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は当社が保有する土地を売却

し特別利益を計上した影響もあり前年同期比63.2％増の613百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、前連結会計年度より建設中であった販売目的の収益マンションを第２四半

期中に売却したことが寄与し、売上高は前年同期比46.8％増の6,896百万円、営業利益は前年同期比75.0％増の520

百万円となりました。

＜設備事業＞

設備事業セグメントに関しましては、工事の進捗等による影響から、売上高は前年同期比23.5％減の1,644百万

円、営業損失32百万円（前年同期は営業利益21百万円）となりました。

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、前年同期と比較

して引渡棟数が増加した影響から、売上高は前年同期比14.2％増の5,489百万円、営業損失8百万円（前年同期は営

業損失73百万円）となりました。

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて、販売用土地の売却

により売上高は前年同期比22.1％増の846百万円となりましたが、収益性が低かったことから、営業利益は前年同

期比1.2％増の247百万円となりました。

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比4.4％増の395百万円となりました。営業利益につき

ましては、売上高の増加に加えて当社の太陽光発電事業における減価償却費の減少に伴い、前年同期比42.3％増の

130百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、当社において売上高の増加に伴う工事代金の回収等から現

金預金が増加したこと等により、32,547百万円（前連結会計年度末は30,561百万円）となりました。

負債につきましては、当社において金融機関からの資金調達により短期借入金が増加したことや未成工事受入金

が増加したこと等により、16,019百万円（前連結会計年度末は14,676百万円）となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加等により16,527百万円（前

連結会計年度末は15,885百万円）となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動により5,627百万円、投資活動により28百

万円、財務活動により249百万円それぞれ増加した結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等

物（以下「資金」という。）は、8,790百万円（前年同四半期末3,657百万円）となりました。

主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少401百万円等の減少

要因がありますが、売上債権の減少2,029百万円、棚卸資産の減少1,736百万円及び税金等調整前四半期純利益976

百万円等の増加要因により、資金は5,627百万円の増加（前年同四半期は2,297百万円の増加）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出115

百万円等の減少要因がありますが、有形固定資産の売却による収入110百万円及び投資有価証券の売却及び償還に

よる収入17百万円により、資金は28百万円の増加（前年同四半期は787百万円の減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出686百

万円等の減少要因がありますが、短期借入金の純増加750百万円及び長期借入れによる収入350百万円の増加要因に

より、資金は249百万円の増加（前年同四半期は865百万円の増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの業績につきましては、2022年２月14日の「2021年12月期　決算短信」で公表いたしました通期の

業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,771,286 8,754,252

受取手形・完成工事未収入金等 3,875,491 2,400,376

棚卸資産 5,936,215 3,723,517

預け金 138,378 61,726

その他 527,102 410,971

貸倒引当金 △2,877 △1,988

流動資産合計 13,245,597 15,348,855

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,227,567 4,251,386

機械・運搬具（純額） 1,476,685 1,366,478

工具器具・備品（純額） 733,106 727,375

土地 9,121,402 9,115,902

リース資産（純額） 135,294 144,781

建設仮勘定 95,089 －

有形固定資産合計 15,789,145 15,605,924

無形固定資産

リース資産 57,232 71,611

その他 19,817 19,329

無形固定資産合計 77,049 90,941

投資その他の資産

投資有価証券 565,926 630,633

繰延税金資産 455,658 442,063

その他 471,273 445,598

貸倒引当金 △42,792 △16,530

投資その他の資産合計 1,450,065 1,501,765

固定資産合計 17,316,261 17,198,631

資産合計 30,561,859 32,547,487

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,800,258 2,398,501

短期借入金 1,700,000 2,450,000

１年内償還予定の社債 － 300,000

１年内返済予定の長期借入金 938,102 973,292

リース債務 62,660 68,439

未払法人税等 52,046 289,759

未成工事受入金 4,053,030 4,756,668

賞与引当金 167,296 170,299

役員賞与引当金 10,400 －

完成工事補償引当金 19,718 8,452

工事損失引当金 1,460 1,628

資産除去債務 41,481 38,990

その他 591,400 966,038

流動負債合計 10,437,854 12,422,069

固定負債

社債 300,000 －

長期借入金 2,356,579 1,985,226

リース債務 136,756 152,954

退職給付に係る負債 693,896 710,050

役員退職慰労引当金 114,597 111,378

資産除去債務 276,124 276,580

その他 360,528 361,554

固定負債合計 4,238,483 3,597,744

負債合計 14,676,337 16,019,813

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 12,575,666 13,124,986

自己株式 △110,378 △110,378

株主資本合計 13,935,927 14,485,248

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 43,882 94,761

退職給付に係る調整累計額 △1,004 △132

その他の包括利益累計額合計 42,877 94,629

非支配株主持分 1,906,716 1,947,796

純資産合計 15,885,521 16,527,673

負債純資産合計 30,561,859 32,547,487
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 12,729,344 15,273,266

売上原価 9,839,912 12,037,466

売上総利益 2,889,432 3,235,799

販売費及び一般管理費 2,307,109 2,377,641

営業利益 582,322 858,158

営業外収益

受取利息 3,472 3,837

受取配当金 5,411 4,157

持分法による投資利益 1,765 4,186

貸倒引当金戻入額 1,092 24,189

その他 20,068 29,736

営業外収益合計 31,810 66,107

営業外費用

支払利息 14,492 11,164

その他 5,698 5,260

営業外費用合計 20,191 16,424

経常利益 593,941 907,841

特別利益

固定資産売却益 － 69,161

投資有価証券売却益 － 8,044

特別利益合計 － 77,205

特別損失

減損損失 3,772 －

固定資産除却損 1,020 8,181

投資有価証券評価損 3,516 －

特別損失合計 8,308 8,181

税金等調整前四半期純利益 585,633 976,865

法人税等 185,589 313,311

四半期純利益 400,044 663,553

非支配株主に帰属する四半期純利益 23,870 49,745

親会社株主に帰属する四半期純利益 376,173 613,807

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 400,044 663,553

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,834 50,879

退職給付に係る調整額 546 872

その他の包括利益合計 3,381 51,751

四半期包括利益 403,425 715,305

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 379,555 665,559

非支配株主に係る四半期包括利益 23,870 49,745

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 585,633 976,865

減価償却費 251,891 266,989

減損損失 3,772 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,092 △27,151

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,094 3,002

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,700 △10,400

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △10,015 △11,265

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 168

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 21,153 17,410

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,810 △3,219

受取利息及び受取配当金 △8,884 △7,995

支払利息 14,492 11,164

持分法による投資損益（△は益） △1,765 △4,186

固定資産売却損益（△は益） － △69,161

固定資産除却損 1,020 8,181

投資有価証券売却損益（△は益） － △8,044

投資有価証券評価損益（△は益） 3,516 －

売上債権の増減額（△は増加） 412,525 2,029,795

棚卸資産の増減額（△は増加） 145,049 1,736,273

仕入債務の増減額（△は減少） △190,429 △401,756

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,185,945 703,637

その他 118,234 529,201

小計 2,511,631 5,739,506

利息及び配当金の受取額 10,840 11,907

利息の支払額 △14,724 △11,206

法人税等の支払額 △210,339 △112,595

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,297,407 5,627,611

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △776,224 △115,085

有形固定資産の売却による収入 － 110,538

資産除去債務の履行による支出 △3,306 △5,970

無形固定資産の取得による支出 △7,590 △554

投資有価証券の取得による支出 △1,617 △299

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 17,490

その他 1,200 22,840

投資活動によるキャッシュ・フロー △787,538 28,958

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,080,000 750,000

長期借入れによる収入 690,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △822,389 △686,163

リース債務の返済による支出 △18,605 △35,605

配当金の支払額 △54,617 △119,822

非支配株主への配当金の支払額 △8,666 △8,666

財務活動によるキャッシュ・フロー 865,722 249,743

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,375,592 5,906,313

現金及び現金同等物の期首残高 1,282,260 2,884,665

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,657,852 8,790,978

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、工事契約に関して、従来は進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基

準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、少額又は期間がごく短い工事を除き、履行

義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。なお、履行義務の充足に

係る進捗度の見積りは原価比例法によっております。

また、契約の初期段階を除き、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないものの、発生費用

の回収が見込まれる場合は、原価回収基準により収益を認識しており、少額又は期間がごく短い工事については、

工事完了時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は358百万円、売上原価は313百万円それぞれ減少し、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ44百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は

55百万円増加しております。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

なお、当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積り

について）に記載した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する仮定について重要な変更はありませ

ん。
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